
 

♦入江 昭  

（国際関係史家・ハーヴァード大学教授 元早稲田大学客員教授） 

♦１９３４年東京生まれ。ハーヴァード大学大学院歴史学

部博士号（歴史学）取得。専攻は米国外交史・国際関係

史。カリフォルニア大学助教授、シカゴ大学教授を経

て、現在ハーヴァード大学教授。著書に『二十世紀の戦

争と平和』、『日本の外交』、『新日本の外交』、『歴

史を学ぶということ』、『グローバルコミュニティ』な

ど。 

来る１０月２０日(月)に、『アジア太平洋研究科１０周年記念行事』が開催されます。 

今回の目玉企画のひとつである、ハーヴァード大学教授 入江昭教授による講演会は「グローバルコミュニティー

とアジア・太平洋」と題し、経験豊かな教授による非常に内容深いものです。 

米国を中心に活躍し、日本人ではじめてアメリカ歴史学会(American Historical Association)会長にもなられ

た入江教授の講義を聞ける得がたいチャンスですので多くの方のご参加をお待ちしています。 

なお、当日は質疑応答も行われる予定です。この機会をお見逃しなく！！ 

グローバルコミュニティとアジア・太平洋 

アジア太平洋研究科 創設１０周年 記念特別講演会 

(第11回 オール早稲田文化週間関連企画) 

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田1-21-1早大西早稲田ビル７F 電話 03（3200）2436 
ＦＡＸ 03（5286）2049 

同時開催：パネル展「パネルに見るアジア太平洋研究科の１０年」 

日時 ２００８年１０月２０日（月）～１０月２５日（土） ９：００～１８：００ 

   (１０月２１日は創立記念日の為閉室) 入場無料・事前申込不要 

場所 早稲田大学１９号館７階７１０研修室 

- 講演要旨 - (講演言語：日本語) 

アジア太平洋研究科10周年に際し、アメリカから広く世界を見据えてきた入江

教授と共にグローバル世界におけるアジア太平洋について考える。 

従来の米国における地域研究は、主に冷戦外交や国際経済戦略推進のための道

具であったが、世界が流動的となった1970年代には、既知の知識だけでは世界

をとらえられない状況になった。 

世界の動向に合わせ、地域研究も、グローバル・スタディースの一翼を担うこ

とが望ましい。アジア太平洋研究科は、そのような挑戦に応えうる組織とし

て、どのような役割を担ってきたか、また今後、地球温暖化、テロリズム、高

齢化といった特定の国や地域のみの関心事ではない全人類への挑戦、そしてア

ジア地域統合の可能性について語る。 

WASEDA University Graduate School of Asia-Pacific Studies 10th Anniversary 

主催 大学院アジア太平洋研究科 

日程 10月20日（月） 

時間 16:20－17:50 

会場 大隈小講堂 

お問合せ 大学院アジア太平洋研究科（藤井・野村） 

電話 03-3200-2436  

詳細URL http://www.waseda.jp/cac/allwaseda2008/index.html 

-講演者プロフィール- 

           入場無料！！入場無料！！  

  参加自由！！  参加自由！！  

事前申込不要事前申込不要  


